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　５月１２日、神瀬保育園において「交通安全教室」が開催されました。
　ビデオ上映と駐在所からの話の後、広場において信号機の見方、横断
歩道の渡り方の指導があり、園児は、「右、左、右、オーライ！」と確
認の掛け声をかけ、交通指導員に指導を受けながら手を大きく、まっす
ぐに伸ばし、横断歩道を渡っていました。
　渡った後は、運転手に「ありがとうございました〜」とお辞儀をし、しっ
かりとお礼を言っていました。
　運転手の皆さん、横断歩道に人が立っているときは、止まっていますか？

車を確認！横断歩道は、手を上げて渡りましょう！

〜　神瀬保育園交通安全教室　〜
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�広報「くまむら」　平成２２年５月号

改
選
後 

初
の
村
議
を
開
催

第
十
八
代　

柳
詰 

正
治　

議　

長　

が
誕
生

　
　
　
　
　

松
野 

富
雄　

副
議
長

　

五
月
十
日
、
改
選
後
初
め
て
と
な
る
第
三
回
臨
時
議
会
が
招
集
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
議
会
で
は
、
議
長
の
選
挙
、
副
議
長
の
選
挙
及
び
各
常
任

委
員
会
の
選
任
等
が
あ
り
、
ま
ず
議
席
の
指
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
条
例
の
一
部
改
正
の
専
決
処
分
事
項
報
告
承
認
が
二
件
、

平
成
二
十
一
年
度
補
正
予
算
の
専
決
処
分
事
項
報
告
承
認
な
ど
四
件

が
提
案
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

臨
時
議
長
が
開
会
を
宣
言

　

初
議
会
は
、
議
長
が
決
ま
る
ま

で
の
間
、
地
方
自
治
法
に
則
り
最

年
長
の
浦
野
千
尋
議
員
が
臨
時
議

長
を
勤
め
、
開
会
を
宣
言
し
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
桺
詰
村
長
が
「
こ
の

度
、
村
民
の
信
望
を
広
く
集
め
ら

れ
、
め
で
た
く
当
選
の
栄
誉
を
勝

ち
取
ら
れ
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
村
長

に
就
任
以
来
、
健
康
で
住
み
良
い
、

元
気
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
目
標

と
し
て
、
環
境
、
活
力
、
教
育
共

生
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
各
種
の
行

政
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
職

員
一
丸
と
な
っ
て
全
力
で
ま
い
進

す
る
所
存
で
す
。
今
後
、
計
画
し

て
い
ま
す
各
種
事
業
の
順
調
な
展

開
と
、
村
政
の
発
展
に
議
員
皆
様

方
の
絶
大
な
る
ご
指
導
と
、
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
」
と
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

議
長
、
副
議
長

の
選
挙

　

ま
ず
仮
議
席
が

指
定
さ
れ
、
議
長

選
挙
で
は
、
指
名

推
薦
に
よ
り
柳
詰

正
治
議
員
が
指
名

さ
れ
、
全
会
一
致

で
選
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

第
十
八
代
議
長

に
当
選
し
た
柳
詰

議
長
は
、「
第
十
八

代
議
長
に
選
任
賜

り
光
栄
に
存
じ
ま

す
。行
政
へ
の
ニ
ー

ズ
が
多
種
多
様
化

し
て
い
る
現
在
、

多
く
の
行
政
施
策
を
遂
行
し
て
い

く
た
め
に
は
、
村
執
行
部
と
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
、
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
時
と
し
ま
し
て

は
地
方
自
治
の
本
旨
に
基
づ
き
、

執
行
部
に
は
苦
言
を
呈
す
る
こ
と

も
議
会
の
役
目
で
あ
る
と
存
じ
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
皆
様
方
の

ご
指
導
を
得
な
が
ら
住
民
に
分
か

り
や
す
い
議
会
、
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
し
て
、
頑
張
っ
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
就
任
の
挨
拶
、

臨
時
議
長
と
交
代
し
、
第
十
八
代

議
長
と
し
て
議
長
席
に
着
き
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
議
席
を
指
定
し
、
副

議
長
の
選
挙
に
入
り
、
指
名
推
薦

に
よ
り
、
松
野
富
雄
議
員
を
指
名

し
、
全
会
一
致
で
当
選
さ
れ
ま
し

た
。

　

松
野
副
議
長
は
、「
議
長
の
補
佐

役
立
場
で
、議
会
が
透
明
、公
正
に
、

そ
し
て
円
滑
に
運
営
で
き
き
る
よ

う
努
力
す
る
と
共
に
、
多
様
化
す

る
住
民
ニ
ー
ズ
応
え
る
よ
う
執
行

機
関
と
議
会
が
一
体
と
な
っ
て
本

村
の
発
展
と
住
民
生
活
の
向
上
を

目
指
し
、
副
議
長
の
職
責
を
ま
っ

と
う
す
る
所
存
で
す
。」
と
就
任
の

挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

柳詰 議長松野 副議長

初議会の様子



� 広報「くまむら」　平成２２年５月号

◆
常
任
委
員
会
（
敬
称
略
）

（
総
務
）

　

・
委
員
長　

浦
野　

千
尋

　

・
副
委
員
長　

舟
戸　

治
生

　

・
委　
　

員　

松
野　

富
雄

　
　
　
　
　
　
　

髙
澤　

康
成

（
文
教
・
厚
生
）

　

・
委
員
長　

犬
童　

數
元

　

・
副
委
員
長　

毎
床　

文
博

　

・
委　
　

員　

松
野　

富
雄

　
　
　
　
　
　
　

多
武　

義
治

（
経
済
・
建
設
）

　

・
委
員
長　

田
代　

利
一

　

・
副
委
員
長　

嶽
本　

孝
司

　

・
委　
　

員　

愛
甲　

泰
治

　
　
　
　
　
　
　

髙
澤　

康
成

◆
議
会
運
営
委
員
会
委
員

　

・
委
員
長　

愛
甲　

泰
治

　

・
副
委
員
長　

犬
童　

數
元

　

・
委　
　

員　

浦
野　

千
尋

　
　
　
　
　
　
　

松
野　

富
雄

　
　
　
　
　
　
　

田
代　

利
一

◆
球
磨
川
改
修
事
業
等
対
策

　

特
別
委
員
会
委
員

　

・
委
員
長　

愛
甲　

泰
治　

　

・
副
委
員
長　

犬
童　

數
元

　

・
委　
　

員　

浦
野　

千
尋

新議員１１人

・
委　
　

員　

松
野　

富
雄

　
　
　
　
　
　

田
代　

利
一

　
　
　
　
　
　

舟
戸　

治
生

◆
球
磨
村
議
会
広
報
対
策

　

特
別
委
員
会
委
員

・
委
員
長　

多
武　

義
治

・
副
委
員
長　

髙
澤　

康
成

・
委　
　

員　

嶽
本　

孝
司

　
　
　
　
　
　

毎
床　

文
博

村
か
ら
提
出
さ
れ
、
承
認
及

び
同
意
さ
れ
た
議
案
は
次
の

と
お
り
で
す

　

承　

認

●�

専
決
処
分
事
項
報
告
承
認
に
つ
い
て

・�

球
磨
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・�

球
磨
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・�

平
成
二
十
一
年
度
球
磨
村
一
般

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・�

平
成
二
十
一
年
度
球
磨
村
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

常
任
委
員
会
の
ほ
か
議
会

構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合

　

議
会
議
員

　
　
　

浦
野　

千
尋

　
　
　

犬
童　

數
元

◆
人
吉
下
球
磨
消
防
組
合

　

議
会
議
員

　
　
　

田
代　

利
一

◆
球
磨
村
水
防
協
議
会
委
員

　
　
　

毎
床　

文
博

　
　
　

舟
戸　

治
生

　
　
　

嶽
本　

孝
司

　
　
　

高
澤　

康
成

に
つ
い
て

・�

平
成
二
十
一
年
度
球
磨
村
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

・�
平
成
二
十
一
年
度
球
磨
村
簡
易
水

道
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て
」

　

同　

意

●�

球
磨
村
監
査
委
員
の
選
任
同
意

に
つ
い
て

　

▼
議
会
選
出
監
査
委
員

　
　
　
　
　
　
　

多
武　

義
治

●�

球
磨
村
固
定
資
産
評
価
員
の
選

任
同
意
に
つ
い
て

　

▼
税
務
課
長　

地
下　

正
明



�広報「くまむら」　平成２２年５月号

新
た
な
球
磨
村

議
会
議
員
が
誕
生

　

平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
五
日
執
行
の
球
磨
村
議

会
議
員
一
般
選
挙
に
お
い
て
、
十
一
名
の
議
員
が
誕

生
し
ま
し
た
。

　

選
挙
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
五
月
十
日
発
行
の
広

報
く
ま
む
ら
「
お
知
ら
せ
版
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
　
　　

（
敬
称
略
、
並
び
順
は
、
議
席
順
に
縦
並
び
）

氏名

毎床　文博（６１歳）
当選回数　１回

職　　業　農業

　政治信条・抱負等
　「見て、聞いて、そして行動」活力ある村づくり
を目ざして、常に村民の視点に立ち、開かれた議会
づくり、住みやすい生活環境の整備、地域を担う若
者が安心して定住できる対策、高齢者の生きがいづ
くりと福祉の充実、特産品、観光資源を活用した高
付加価値販売、加工品の開発による生産物の導入、
鳥獣害対策へ取り組みます。

氏名

髙澤　康成（３４歳）
当選回数　１回

職　　業　農業

　政治信条・抱負等
　　「初志貫徹」
　この度、皆様方の絶大なるご支援により、当選さ
せて頂く事ができました。住民の声を村政へ繋げ、
また、実現する為には、これまで以上に皆様方にとっ
て身近な存在でありたいと思っております。
　与えて頂きました４年間、若さと行動力で皆様方
の負託に添うことができる様、精一杯尽力して参り
ますので、どうぞ宜しくお願いいたします。

氏名

舟戸　治生（５９歳）
当選回数　１回

職　　業　建築業

　政治信条・抱負等
　この度は、球磨村議会議員選挙に村民の皆様方に
多くの支持を頂き当選する事ができました。誠に有
難うございました。心より感謝申し上げます。議員
として、村民の皆様の声を村政に反映していくこと
を基本とし開かれた村議会を目ざし、皆様と共に村
の発展の為に努力し、特に災害に強い安心安全な村
づくりに努めます。
　また、農林業、商工業の活性化、高齢者福祉の充
実、障害者福祉の充実などの向上を目ざし努力して
いく決意をしておりますので、皆様の暖かいご支援
を賜りますようお願い申し上げます。

氏名

多武　義治（５０歳）
当選回数　２回

職　　業　林業

　政治信条・抱負等
　この度、２期目の当選をさせていただき、村民の
皆様に感謝を申し上げます。
　議会は、村の政策を最終的に決定する機関です。
したがって、村が良くなるのも、悪くなるのも議会
の責務だと考えています。今後、この村のさまざま
な問題や課題に正面から取り組みます。そして、こ
の村に住んで良かったと思える村づくりに、自分の
持っている力を全力で投球します。

氏名

嶽本　孝司（５７歳）
当選回数　１回

職　　業　農業

　政治信条・抱負等
　この度は、議席の末席に加えていただくことがで
きましたこと、皆様に心からお礼申し上げます。
　ます、村内を知ることから始め、行政と関連機関
の連携を強め、心の通う村づくりを目ざし、支え合
い助け合う村を皆様と共に創っていきたいと思いま
す。
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氏名

松野　富雄（５９歳）
当選回数　３回

職　　業　農林業

　政治信条・抱負等
　村民の皆様方におかれましては、益々ご健勝のこ
ととお慶び申しあげます。この度、皆様方の温かい
ご支援によりまして３期目の当選を果たすことがで
きました。今後も、心豊かな活力ある村づくりを目
ざし、誠心、誠意頑張りたいと思います。
　また、副議長の要職に就任させていただくことに
なりました。議長の補佐役立場で、多様化する住民
ニーズに応えるよう執行機関と一体となって、本村
の発展と住民生活の向上を目ざし、取り組んでまい
りたいと思いますので、皆様方の一層のご指導とご
協力を心からお願い申し上げます。

氏名

犬童　數元（６９歳）
当選回数　５回

職　　業　農業

　政治信条・抱負等
　今回の村議選には、皆様方には大変お世話になり
ました。厚くお礼申し上げます。５期目になります
が、これまでの経験と実行力で、一生懸命頑張ります。
特に農林業の振興には力を入れていきたいと思いま
す。林業関係では、国、県の補助等にお願いしながら、
若い人達の働く場の確保と所得向上に頑張ると共に、
だんだん高齢者の人口が増えて参りますが、今後の
福祉の充実に力を入れ皆様方が安心して暮らせる球
磨村づくりに一生懸命努力いたします。今後とも、
宜しくお願いいたします。

氏名

愛甲　泰治（７１歳）
当選回数　５回

職　　業　商業

　政治信条・抱負等
　社会全体が厳しい状況の中にあり、先行不透明な
時が続いています。
　明るく健康で、希望のもてる村づくりを目標にし
て、互いに知恵を出し、汗をかきながら努めていき
ます。
　村内外をしっかり見つめ、時勢に遅れないよう村
民の皆様の理解と協力を得ながら諸問題の解決に取
りくまなければと考えます。

氏名

柳詰　正治（５６歳）
当選回数　３回

職　　業　農業

　政治信条・抱負等
　私は、郷土のくまむらを盛り立て、皆様と共に
１�．森林・林業、中山間地域農業を再成し、働く場

を確保し、村民の所得の向上を図ります。
２�．少子高齢化による急激な過疎化への進行、人口

減少の現状を、若い世代と共に真剣に考え、郷土
の定住化促進に努めます。

３�．渡地区の洪水による浸水地域の早急な宅地嵩上
げ、内水排除ポンプ、並びに生活関連として農業
用水、生活排水施設の整備促進を国県へ強力に要
望します。

氏名

浦野　千尋（７４歳）
当選回数　８回

職　　業　農林業

　政治信条・抱負等
　「対話と連帯」
　先の改選により、８度目の議席を与えて戴き、村
民各位の温かい御支援に心からお礼申し上げます。
複雑多様化する社会情勢の中で、議会の果たす役割
の大きさを痛感しております。
　この様な時こそ、村民の方々との対話と連帯を深
め、チェック機能の役割を充分果たしながら、村の
発展のため働いて参る所存ですので、どうぞ宜しく
お願い致します。

氏名

田代　利一（５９歳）
当選回数　３回

職　　業　農業

　政治信条・抱負等
　「あなたの声を村政に届けます」をスローガンに
あげておりますように、対話を大切にしていきます。
　「現場主義」ということを胸に、是々非々主義で
村民の皆様の住んで良かったと思える村づくりをす
ることが、私の使命と考えています。
　これからも、ご指導くださいますよう宜しくお願
いします。
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五
月
七
日
、
総
合

運
動
公
園
に
お
い
て

第
三
十
五
回
球
磨
村

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

主
催
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
球
磨

村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
香
月
千
松
会
長

が
、「
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
は
健
康
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
、
皆
様

が
ご
活
躍
さ
れ
て
お

り
ま
す
こ
と
は
こ
の

上
な
い
喜
び
と
す
る

と
こ
ろ
で
す
。
無
理

を
せ
ず
、
日
頃
の
練

汗ばむ陽気の中、元気にプレー！
村老連ゲートボール大会

習
の
成
果
を
十
分
発
揮
し
て
く
だ

さ
い
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
代
表
と
し
て
桺
詰  

恒
雄
村
長
が
、「
練
習
の
成
果
を
発

揮
さ
れ
、
親
睦
を
深
め
、
健
康
づ

く
り
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

健
康
づ
く
り
の
大
会
を
実
施
し
て

い
た
だ
け
る
こ
と
は
大
変
あ
り
が

た
く
、
村
と
し
ま
し
て
も
皆
様
の

健
康
づ
く
り
、
生
き
が
い
を
も
っ

て
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
」
と
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　

当
初
予
定
し
た
日
が
雨
天
に
よ

り
延
期
さ
れ
た
た
め
、
参
加
チ
ー

ム
数
が
十
七
チ
ー
ム
、
約
百
名
の

参
加
で
し
た
が
、
汗
ば
む
陽
気
の

中
、
元
気
に
プ
レ
ー
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

【
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
】

・
優　

勝　

嶽
本
Ｂ
チ
ー
ム

・
準
優
勝　

立
野
チ
ー
ム

・
第
三
位　

嶽
本
Ａ
チ
ー
ム

　

四
月
二
十
八
日
、
生
活
改
善
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
球
磨
村
文
化
協

会
評
議
員
会
（
総
会
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

評
議
員
会
で
は
橋
詰
兵
士
郎
会

長
が
「
地
域
の
活
性
化
に
は
文
化

活
動
が
重
要
で
あ
り
、
知
識
や
経

験
を
身
に
つ
け
、
村
民
が
心
の
健

康
づ
く
り
を
自
ら
実
施
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
」
と
挨
拶
、
続
い
て

中
根
教
育
長
が
「
平
成
二
十
二
年

度
は
社
会
教
育
事
業
に
も
重
点
を

お
き
、
改
修
工
事
が
行
わ
れ
た
生

活
改
善
セ
ン
タ
ー
に
図
書
室
を
設

置
し
作
品
展
示
が
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
を
設
け
ま
し
た
の
で
、
活
用
し

て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

球
磨
村
文
化
協
会
は
平
成
七
年

に
設
立
し
十
六
年
が
経
過
、
現
在

十
四
の
サ
ー
ク
ル
で
一
五
〇
名
の
方

が
加
入
さ
れ
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

心
の
健
康
づ
く
り
に
！

　

球
磨
村
文
化
協
会

　
　
　

  

評
議
員
会
開
催

　

四
月
二
十
六
日
と
二
十
七
日
に
、

「
さ
く
ら
ド
ー
ム
」
に
お
い
て
社
会

福
祉
法
人
慈
愛
会
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
千
寿
園
主
催
に
よ
る
千
寿

園
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
五
回
目
を
迎
え
る
こ
の

大
会
は
、
平
成
十
八
年
に
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
を
通
じ
て
、
地
域
住
民
と

千
寿
園
と
の
親
睦
を
深
め
、
双
方

の
相
互
理
解
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
初
は
村
外
か
ら
も
参
加
の
予

定
で
し
た
が
、
雨
の
心
配
も
あ
り

「
さ
く
ら
ド
ー
ム
」
で
開
催
さ
れ
、

村
内
か
ら
二
十
一
チ
ー
ム
、
総
勢

一
一
三
名
の
参
加
で
二
日
間
の

リ
ー
グ
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た　

。

　

普
段
の
コ
ー
ト
と
は
違
い
、
綺

麗
に
整
地
さ
れ
て
い
る
の
か
、
力

あ
ま
っ
て
コ
ー
ト
外
に
ボ
ー
ル
が

転
が
る
場
面
も
、
千
寿
園
の
職
員

も
参
加
さ
れ
、
慣
れ
な
い
手
つ
き

に
思
う
と
こ
ろ
に
ボ
ー
ル
は
転
ば

ず
、
和
気
あ
い
あ
い
の
中
に
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　【
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
】

・
優　

勝　

馬
場
チ
ー
ム

・
準
優
勝　

水
篠
チ
ー
ム

・
第
三
位　

嶽
本
Ａ
チ
ー
ム

【
コ
ー
ト
賞
】

二
十
六
日　

　

一
コ
ー
ト　

水
篠
チ
ー
ム

　

二
コ
ー
ト　

嶽
本
Ａ
チ
ー
ム

二
十
七
日

　

一
コ
ー
ト　

ミ
ド
リ
会
チ
ー
ム

　

二
コ
ー
ト　

馬
場
チ
ー
ム

　【
高
齢
者
賞
（
敬
称
略
）】

　

・
内
布　

ア
ヤ
ノ
（
八
七
歳
）

　

・
蔵
谷　

ス
エ
ノ
（
八
六
歳
）

　

・
大
無
田　

松
枝
（
九
〇
歳
）

　

・
山
並　

袈
義　

（
八
八
歳
）

地
域
と
の
親
睦
を
深
め
る
大
会
に

　
　

千
寿
園
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

評議員会の様子

よう転ぶとたい！（千寿園杯ゲートボール）

ゲートば、通しないよ～（老連ゲートボール）
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図
書
に
使
っ
て
下
さ
い

〜 

厄
入
り
記
念
に
寄
付 

〜

児
童
へ
も
伝
え
大
事
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
学
期
が
始
ま
り
、
各
小
学
校

で
交
通
安
全
教
室
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

一
勝
地
小
学
校
で
は
四
月
十
六

日
に
実
施
さ
れ
、
体
育
館
で
交
通

安
全
に
つ
い
て
話
が
あ
り
、
一
、二

年
生
は
道
路
の
歩
き
方
、
三
年
生

か
ら
六
年
生
は
自
転
車
の
乗
り
方

の
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

渡
小
学
校
で
は
四
月
二
十
七
日

に
実
施
さ
れ
、
交
通
安
全
の
話
と

六
年
生
に
交
通
安
全
リ
ー
ダ
ー
証

の
交
付
が
行
わ
れ
、一
、二
年
生
は
、

国
道
で
信
号
機
を
押
し
横
断
歩
道

の
歩
き
方
な
ど
指
導
を
受
け
、
三

年
生
か
ら
六
年
生
は
同
じ
く
自
転

車
の
乗
り
方
の
指
導
を
受
け
て
い

ま
し
た
。

　

教
室
の
中
で
、
車
用
の
信
号
機

の
赤
色
が
な
ぜ
道
路
の
中
央
な
の

か
、
歩
行
者
用
で
は
な
ぜ
上
に
つ

い
て
い
る
か
の
質
問
に
、
子
ど
も

た
ち
も
首
を
か
し
げ
る
場
面
も
、

見
や
す
い
よ
う
に
中
央
や
上
に
つ

い
て
い
る
こ
と
を
知
る
と
、
納
得

し
た
様
子
で
し
た
。

登
下
校
、
交
通
安
全
に
気
を
つ
け
て

各
小
学
校
で
交
通
安
全
教
室

　

五
月
六
日
に
、
今
年
四
十
歳
を

迎
え
る
卒
業
生
ら
か
ら
一
勝
地
小

学
校
へ
図
書
券
の
寄
付
が
あ
り
ま

し
た
。

　

旧
一
勝
地
第
一
小
学
校
を
卒
業

し
、
今
年
で
四
十
歳
を
迎
え
る
男

性
を
中
心
に
、
村
内
の
小
学
校
を

卒
業
し
た
同
級
生
十
五
名
が
、
厄

入
り
の
お
払
い
を
し
よ
う
と
五
月

二
日
に
集
ま
り
、
そ
の
記
念
と
し

て
寄
付
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、

二
万
二
千
円
の
寄
付
金
が
集
ま
っ

た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
代
表
し
て
松
舟
大
吾

さ
ん
が
「
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
に
、

快
く
寄
付
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
学
校
の
図
書
購
入
に
使
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
中
村
和
弘
校
長
へ

図
書
券
を
贈
り
、中
村
校
長
は
「
先

輩
か
ら
頂
い
た
貴
重
な
寄
付
で
、

一勝地小（まっすぐに手を上げて）

松舟さんから寄付を受け取る中村校長

　

五
月
十
八
日
に

役
場
村
長
室
に
お

い
て
、
昭
和
二
四

年
発
足
以
来
続
い

て
い
ま
し
た
、渡
・

一
勝
地
・
神
瀬
の

交
通
安
全
協
会
各

支
部
が
球
磨
支
部

へ
合
併
す
る
こ
と

に
伴
い
、
各
支
部

長
に
よ
る
調
印
式

が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

支
部
を
代
表
し

て
、
渡
支
部
の
浦

野
千
尋
支
部
長
が

「
こ
れ
ま
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支

部
で
交
通
事
故
の
撲
滅
や
交
通
安

全
の
呼
び
か
け
や
啓
発
を
行
っ
て

人吉地区交通安全協会
球磨支部合併調印式

き
た
。
念
願
で
あ
っ
た
合
併
後
も

協
力
し
て
交
通
安
全
、
交
通
事
故

の
撲
滅
に
取
り
組
み
た
い
」
と
挨

拶
、
そ
の
後
、
発
足
に
関
す
る
覚

書
、
財
産
処
分
の
覚
書
に
署
名
及

び
押
印
し
、
立
会
人
の
桺
詰
村
長

か
ら
「
交
通
安
全
や
交
通
事
故
の

撲
滅
は
、
行
政
と
し
て
も
大
き
な

柱
の
一
つ
、
球
磨
支
部
と
し
て
合

併
し
、
共
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。
村
も
更
な
る
連
携
に
よ
り

協
力
し
て
行
き
た
い
」
と
挨
拶
さ

れ
ま
し
た
。

　

五
月
二
十
五
日
に
設
立
総
会
が

行
わ
れ
、
六
月
か
ら
球
磨
支
部
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

覚書に署名する各支部長

渡小（おまわりさんの見とんなるよ）
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初
夏
を
思
わ
せ
る
快
晴
の

下
、
五
月
十
六
日
に
、
全
校
生
徒

九
十
四
名
の
体
育
祭
の
テ
ー
マ
で

あ
る
「
一
致
団
結
〜
仲
間
を
信
じ
、

自
分
を
信
じ
て
〜
」
を
合
言
葉
に
、

第
三
十
四
回
球
磨
中
学
校
体
育
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
友
尻
憲
秀
校
長

が
、「
球
磨
中
生
は
本
番
に
強
い
。

そ
れ
は
練
習
を
一
生
懸
命
に
や
っ

て
き
た
か
ら
こ
そ
言
え
る
こ
と
。

短
期
間
の
練
習
で
し
た
が
、
よ
く

頑
張
り
ま
し
た
。
今
日
そ
の
成
果

を
思
い
切
っ
て
発
揮
し
て
く
さ
い
」

と
挨
拶
、
続
い
て
須
惠
祐
也
生
徒

会
長
が
、「
私
た
ち
は
、
八
日
間
と

い
う
短
い
期
間
の
中
、
こ
の
日
の

た
め
に
精
一
杯
頑
張
っ
て
き
ま
し

た
。
今
年
の
体
育
大
会
の
テ
ー
マ

で
あ
る
一
致
団
結
を
合
言
葉
に
、

互
い
を
信
じ
、自
分
を
信
じ
て
様
々

な
苦
労
や
困
難
を
乗
り
越
え
て
き

ま
し
た
。
最
後
ま
で
一
生
懸
命
頑

張
っ
て
最
高
の
体
育
祭
に
し
ま

し
ょ
う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
、
桺
詰
恒
雄
村
長

が
、「
練
習
期
間
は
短
か
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
球
磨
中
生
の

誇
り
と
、
伝
統
を
基
に
素
晴
ら
し

い
演
技
を
、
素
晴
ら
し
い
走
り
を
、

そ
し
て
皆
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
勢

い
を
期
待
し
ま
す
。
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
、
続
い

て
柳
詰
正
治
村
議
会
議
長
が
、「
ス

ポ
ー
ツ
は
体
を
鍛
錬
す
る
ば
か
り

で
は
な
く
、
精
神
面
を
鍛
え
ま
す
。

勝
敗
も
大
事
で
す
が
、
精
神
を
養

う
こ
と
に
異
議
が
あ
る
と
感
じ
ま

す
。
一
致
団
結
し
て
、
全
員
の
力

を
発
揮
し
て
思
い
出
に
残
る
体
育

祭
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　

生
徒
代
表
の
宣
誓
は
、
青
団
団

長
の
山
下
大
広
君
と
、
白
団
団
長

の
平
尾
紘
君
が
務
め
「
全
て
の
競

技
に
お
い
て
、
最
後
ま
で
全
力
で

取
り
組
み
、
勝
利
を
目
指
し
精
一

杯
力
を
出
し
切
り
、
今
日
こ
の
日

が
、
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
素
晴
ら

し
い
日
に
な
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」

と
力
強
く
宣
誓
し
、
競
技
に
入
り

ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
力
強
い
短
距
離
走

や
、
一
致
団
結
し
た
組
体
操
な
ど

が
行
わ
れ
、
組
体
操
で
は
今
年
初

め
て
取
り
組
ん
だ“
五
段
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
”
が
披
露
さ
れ
、
崩
れ
そ
う
に

な
る
と
皆
で
「
絶
対
に
で
き
る
！
」

と
互
い
を
励
ま
し
、
素
晴
ら
し
い

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
一
年
生
の
台
風
の
目
や
、

練
習
を
重
ね
た
応
援
演
舞
な
ど
が

披
露
さ
れ
、
大
会
テ
ー
マ
に
ふ
さ

わ
し
い
素
晴
ら
し
い
体
育
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

仲
間
を
信
じ
、
自
分
を
信
じ
て
！

第
三
十
四
回 

球
磨
中
学
校
体
育
祭
開
催

仲間を信じ、見事なピラミッド

宣誓をする山下君、平尾君

３年生の力強い走り

　

五
月
十
八
日

に
、
役
場
村
長

室
に
お
い
て
、

宮
崎
県
で
発
生

が
続
い
て
い
る

家
畜
伝
染
病「
口

蹄
疫
」
防
除
対

策
の
会
議
が
、

村
畜
産
会
の
鵜

口
義
弘
会
長
ほ

か
役
員
三
名
と
、

桺
詰
村
長
、
川

口
副
村
長
、
永

椎
産
業
振
興
課

長
、
関
係
職
員

が
出
席
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

村
長
の
挨
拶

と
、
産
業
振
興

課
か
ら
現
状
の
説
明
を
受
け
、
今

後
、
緊
急
に
取
り
組
め
る
対
応
を

話
し
合
い
、
各
地
域
で
消
毒
ポ
イ

ン
ト
が
あ
る
が
不
十
分
、
特
に
本

村
は
芦
北
や
大
口
な
ど
か
ら
県
道

や
村
道
を
利
用
し
て
車
が
入
っ
て

来
る
早
急
な
対
応
が
必
要
、
村
道

に
石
灰
を
ま
い
た
り
、
各
畜
産
農

家
を
訪
問
し
消
毒
方
法
を
指
導
し

な
い
と
い
け
な
い
、
宮
崎
県
か
ら

直
接
郡
内
の
業
者
へ
飼
料
を
買
い

に
来
る
畜
産
農
家
も
い
る
、
状
況

確
認
を
し
て
ほ
し
い
等
の
意
見
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

口蹄疫対策会議

　

早
急
な
対
応
と
し
て
は
、
県
道

に
つ
い
て
は
県
へ
消
毒
を
要
請
し
、

村
道
に
つ
い
て
は
、
村
及
び
畜
産

会
の
役
員
等
で
石
灰
を
ま
く
こ
と

や
、
畜
産
農
家
の
指
導
を
実
施
す

る
こ
と
が
決
め
ら
れ
、
各
畜
産
農

家
の
意
識
強
化
や
、
本
村
か
ら
絶

対
に
発
生
さ
せ
な
い
な
ど
危
機
感

を
も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
を
再
確

認
し
終
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
セ
リ
市
が
開
催
さ
れ
な

い
た
め
畜
産
農
家
へ
対
す
る
支
援

に
つ
い
て
は
今
後
、
広
報
紙
や
文

書
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
て
い
き

ま
す
。

お
問
合
せ
先

　

球
磨
村
役
場　

産
業
振
興
課

　

電
話　

３
２
‐
１
１
１
５

口
こうていえき

蹄疫防除対策を話し合う
球 磨 村 畜 産 会
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球
磨
村
で
も
消
毒
ポ
イ
ン
ト
設
置

　

〜
家
畜
伝
染
病
「
口こ

う
て
い
え
き

蹄
疫
」
〜

　

四
月
に
宮
崎
県
で
牛
や
豚
の
家

畜
伝
染
病
「
口
蹄
疫
」
が
発
生
し
、

熊
本
県
に
隣
接
す
る
え
び
の
市
で

も
四
月
二
十
八
日
に
発
生
し
た
こ

と
に
よ
り
、
発
生
地
点
か
ら
半
径

十
キ
ロ
圏
内
の
牛
や
豚
の
移
動
を

制
限
さ
れ
、
二
十
キ
ロ
圏
内
に
あ

る
人
吉
、
錦
、
あ
さ
ぎ
り
、
相
良

の
四
市
町
村
の
一
部
で
圏
外
へ
の

搬
出
を
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
球
磨
郡
及
び
人
吉

市
に
十
一
ヵ
所
の
消
毒
ポ
イ
ン
ト

が
設
け
ら
れ
、
球
磨
村
で
も
国
道

二
一
九
号
沿
い
の
Ｊ
Ａ
球
磨
村
店

に
消
毒
ポ
イ
ン
ト
が
設
け
ら
れ
ま

し
た
。
消
毒
ポ
イ
ン
ト
で
は
職
員

及
び
関
係
者
が
、
宮
崎
県
か
ら
の

車
や
、
飼
料
を
運
搬
す
る
車
、
一

般
車
両
等
の
消
毒
に
当
た
っ
て
い

ま
す
。
多
い
と
き
に
は
一
日
約

五
十
台
の
車
が
立
ち
寄
っ
て
お
り
、

当
初
五
月
末
ま
で
の
実
施
で
し
た

が
、
え
び
の
市
で
感
染
疑
い
例
が

発
生
し
て
い
る
為
、
今
後
も
継
続

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
口
蹄
疫
は
、
人
に
は
感

染
す
る
こ
と
は
な
く
、
感
染
し
た

牛
の
肉
や
牛
乳
が
市
場
に
出
回
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
万
が
一
、

こ
の
よ
う
な
肉
や
牛
乳
を
食
べ
て

も
人
体
に
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

車を消毒しています（ＪＡ球磨村店横）

校舎等の活用について座談会を開催します旧 一 勝 地 第 二 小 学 校
旧神瀬小学校・多目的周辺

　小学校の統廃合により、旧一勝地第二小学校及び旧神瀬小学校、神瀬多目的集会施設周辺の新たな
活用について、校区の方、あるいは住民のご意見を反映するため、次のとおり座談会を開催しますので、
是非ご参加下さい。

※どなたでもご自由にご参加できます。是非ご参加下さい。

旧一勝地第二小学校校舎

旧神瀬小学校校舎

球磨村家畜伝染病
防疫対策について

　球磨村では、村内及び村周辺等で悪性
家畜伝染病が発生した場合、家畜伝染病
の早期清浄化とまん延防止に万全を期す
ため対策要領を作成し、発生状況に応じ

「レベル１」から「レベル３」の対応を
とることとなっています。

「レベル１」＝�国内及び九州内で発生が
あった場合

※�産業振興課職員で状況の確認や対応を
とる。

「レベル２」＝�県内及び隣接県の発生に
より家畜の移動制限区域に
かかった場合

※�各課長による対策会議を置き、関係各
課での協力体制などをとる。

「レベル３」＝�村内及び近隣市町村で発
生があった場合

※村長を本部長とする対策本部を設置
　
※�５月２０日現在では「レベル１」の段

階で、村内の畜産農家へ周知と消毒の
指導、関係機関との連携により村道等
の消毒、情報確認を行っております。

●�「旧神瀬小学校」及び「神瀬多目的集会施設周辺」　　
の活用について

　◇期　日　　平成２２年６月３日（木）
　◇時　間　　午後７時００分より
　◇会　場　　神瀬多目的集会施設 大会議室

●「旧一勝地第二小学校」の活用について

　◇期　日　　平成２２年６月２日（水）
　◇時　間　　午後７時００分より
　◇会　場　　旧一勝地第二小学校　体育館
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6月1日から旅券（パスポート）の申請・交付が役場窓口でできます。
　平成２２年６月１日申請分から、球磨村住民の方（住民登録のある方等）は、球磨村役場の住民福祉課の
窓口で旅券（パスポート）の申請・交付の手続きができます。

項　　　目 申請場所及び手数料 備　考

申請手続き

球磨村役場　住民福祉課　住民係
平日（月〜金）

【受付時間】９：００〜１６：００
（但し、祝日、年末年始を除く）

旅券申請手続時及び受領時には、時間
を要します。
旅券受領は、申請手続き後約２週間要
します。

旅券受領

球磨村役場　住民福祉課　住民係
平日（月〜金）

【交付時間】９：００〜１７：００
（但し、祝日、年末年始を除く）

旅券手数料
・10年旅券　　         　　１６，０００円
・５年旅券（12歳以上）   １１，０００円
・５年旅券（12歳未満）   　６，０００円

その他、戸籍抄本等の証明料が必要に
なります。

※申請・受領時に、添付書類及び審査等がありますので、詳しくは住民福祉課　住民係にお尋ねください。　

お問合せ先　球磨村役場　住民福祉課　住民係　（☎３２−１１１２）

平成２２年度　臨時職員を募集します
勤務先及
び事業主

球磨村野生獣
活用協議会 球　磨　村 球　磨　村 球　磨　村

採用人数 ２人 １人 ２人 １名

職務内容

７月 1 日から球磨村特
産加工施設を拠点とし、
野生獣（鹿、猪）を解体、
特産品の開発と研究に
従事する。

７月 1 日から旧一勝地
第二小学校を拠点とし、
グリーンツーリズムの
研究や都市との交流等
に従事する。

７月 1 日から旧神瀬小
学校を拠点とし、耕作
放棄地を活用した農産
物の一次食品加工研究、
開発に従事する。

７月１日から球磨村役
場住民福祉課において
介護保険業務事務補助
に従事する。
データ入力や介護予防
事業等

受験資格
・現在失業中で、球磨村

に居住している者。
・普通自動車免許一種

・現在失業者で、村内外
を問わない。
・普通自動車免許一種

・現在失業中で、球磨村
に居住している者。
・普通自動車免許一種

・現在失業中で、球磨村
に居住している者。
・基礎的なパソコン操作
を出来る者。
・普通自動車免許一種

受験手続

１）受付の期日及び時間
期日：平成２２年５月２５日（火）から６月１５日（火）まで（但し、土曜・日曜を除く）
時間：午前８時３０分から午後５時まで

２）申込手続　球磨村役場総務企画課に備え付けの申込用紙に必要事項を記入して提出してください。

試 験 の
日 程 等

試験内容：面接試験（約１５分程度）
試験期日：平成２２年６月１９日（土）午前１０時から
　　　　　　（面接時間については、申込者に申込締切後、別途通知します。）
試験会場：球磨村役場　３階談話室
合格発表：試験結果については、郵送により通知します。

※時間には遅れないようにお出でください。

給 料 等
日額 6,000 円
賃金のほか、社会保険・雇
用保険が適用される。

日額 8,000 円
賃金のほか、社会保
険・雇用保険が適用
される。

日額 6,000 円
賃金のほか、社会保険・
雇用保険が適用される。

日額 5,100 円
賃金のほか、社会保険・
雇用保険が適用され
る。

雇用期間 平成２２年７月１日～平成２３年３月３１日

募集内容
に関する
問合せ先

球磨村野生獣活用協議会　
（球磨村役場産業振興課内）
☎ ３２－１１１５

球磨村役場　
産業振興課
☎ ３２－１１１５

球磨村役場
産業振興課
☎３２－１１１５

球磨村役場
住民福祉課
☎３２－１１１２
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住民健診のお知らせ

　区長文書で、お申し込みの健診のセットをお渡ししますので、封筒をご確認くだ
さい。	なお、特定健診につきましては、お申し込みでない方も、ぜひ、受けていた
だきたいと思い問診票を送付しておりますので、ご了承ください。

保健師より

★健診項目・対象者・個人負担金
健診名 特定 

健診
若者 
健診

後期高
齢者健

診

肺 
がん

大腸 
がん

胃 
がん

腹部 
超音波

子宮頸がん 乳がん
前立腺 
がん

骨粗
しょ
う症

肝炎
ウイ
ルス健診車 病院 健診車 病院

検査方法

腹囲 
血圧 
血液検査 
腎機能など 

血圧 
血液
検査 
腎機能 
など

間接
レント
ゲン

便潜
血反
応検
査 
2日法

間接
レント
ゲン

上腹部
超音波

視診 
頚部細
胞診

視診 
頚部細
胞診

超音波 
マンモグ
ラフィー

触診 
超音波 
マンモグ
ラフィー

血液検
査

前腕
骨の
骨密
度

B・C
型肝
炎血
液検
査

対象者

国民健康
保険

後期 
高齢者 
保険

すべての保険の方が受けられます

40～
74歳 
男・
女

20～
39歳 
男・
女

後期高
齢者 
男・女

30歳 
以上 
 男・
女

３０～７９歳男・女 
（胃の検査は人によって 
検査不可の場合あり）

２０～７９歳
女性

３０～７９歳
女性

30～
79歳 
男性

30～
79歳  
男・
女

40歳 
男・
女

個
人
負
担
金
（
円
）

69歳
まで 1,000 1,000 ・・・ 500 500 1,500 1,000 1,000 2,000 1,500 

超音波
1,000

マンモ
含む場

合
2,000

500 1,000 500 

70～74
歳まで 1,000 ・・・ ・・・ 　　　負担金なし（無料）

後期
高齢者 ・・・ ・・・ 800 　　　負担金なし（無料）

★健診日程
期　日 場　所

6月12日～14日 渡多目的集会施設		
6月15日～16日 かわせみ別館
6月17日～18日 旧神瀬小学校体育館
6月19日 大無田林業センター

★乳がん・子宮頸がん健診を病院で受ける方法
　期間：平成22年7月1日～8月31日
　指定機関は、6月の広報でお知らせいたします。

「がん」が、まだ「他人事」のあなたへ

　私たちの２人に１人近くが、がんになり
３人に１人が、がんで命を落としています。
　ぜひ、この機会に、健診を受けませんか。

お問い合わせは

健康衛生課

0966 − 32 − 1139
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特集 「球磨村文化協会」　シリーズ①
《文化協会へのご案内》

　本会は、村内の文化芸術関係団体等（個人も
含む）相互の連携を図るとともに、積極的な文
化活動の推進に努め、地域文化の振興に寄与す
ることを目的とし、平成７年に設立しました。
現在は、延べ１５０名の会員が１４サークルで
活動を行っています。「球磨村文化祭＆生涯学
習フェスティバル」での発表・展示をはじめ、「ふ
れあいまつり」などで発表の場をいただいてい
ます。
　また、各サークルが自主的に楽しく活動して
いますが、今後は内容の充実を図るため賛助会
員制度を視野に入れるとともに、同時に今まで
の活動を大幅に広げブロック別の発表会等を行
い、技術の向上に努め、文化振興に寄与したい
と考えています。
　多くの方のご入会をお待ちしています。お気
軽にお申し出ください。

球磨村文化協会会長　橋詰　兵士郎

《文化協会の役割について》

　村民憲章に掲げられている「進んで学び、文
化のかおる村づくり」は、村民の皆様にとって生
きがいを見出すとともに「心」の安らぎの充足に
欠かせないものです。
そのような意味でも「文化協会」の文化活動に果
たす役割は大変重要であると考えております。
　特に、「文化協会」では地域を取り込んだ活動
を目指すとともに住民が、身近に文化活動に参加
できる目的のもと、各サークルで様々な活動を展
開されており、地域活性化の面においても、大変
中心的な役割を担っていただいています。
　また、会員の方、自らが「心の健康づくり」
である文化活動をとおし、知識と技術を身に付
け、自らの成長を楽しみ、意欲的に取り組まれ
ることが大切です。
　教育委員会では、今後とも地域住民主導の文
化活動の振興、各サークル活動の推進に努める
とともに身近な成果発表の機会拡充を図って参
ります。

球磨村教育長　中根　耕造

◎役員及び役員体制

会　  長 橋詰　兵士郎（庭木づくりサークル） 発   足 平成７年７月

副 会 長 冨 永　知 敬（山野草サークル）　　堤　 千 明（絵手紙サークル）

役員体制 会長（１名）　副会長（２名）　理事（６名）　評議員（１６名）　監事（２名）

《サークルのご案内》
部門 No サークル名 代表者 部門 No サークル名 代表者

美
術
工
芸
部
門

１ 押し花 大島　津喜 音
楽
芸
能
部
門

８ カラオケ 水篠　年春
２ 竹細工 田頭榮之介 ９ 詩　吟 多武マサ子
３ 陶　芸 秋山　六郎 １０ 大正琴 鵜口ツヤ子
４ 水墨画 柳詰　芳郎 − 日　舞 （ 休　部 ）
− 習　字 （ 休　部 ）

生
活
部
門

１１ 山野草 冨永　知敬
５ 写　真 淋　　　剛 １２ 華　道 山口　サヨ
６ パッチワーク 日當美紀子 １３ 茶　道 毎床　紀子
７ 絵手紙 堤　　千明 １４ 庭木づくり 橋詰兵士郎

※次回からは、各サークルの紹介を致します。
お問合せ先（球磨村教育委員会内 ) 球磨村文化協会事務局　☎３２−１１１７ 
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平成 22 年度 
球磨村消防団夏期訓練

期日；平成２２年６月６日（日）
時間；午前８時３０分集合
　　　午前９時００分開始

場所；旧神瀬小グラウンド・体育館　
　　　○規律訓練、救命救急訓練

※�夏期訓練に並行して、献血推進運動が実施されます。

　（献血推進運動の時間と場所）

　◆　９：３０〜１２：３０　旧神瀬小学校

　◆１４：００〜１５：３０　渡多目的集会施設

　※�献血推進運動は住民の方のご協力もお願いします。

旧一勝地第一小学校の
校舎解体が始まりました

　小学校の統廃合に伴い、旧一勝地第一小学校
の校舎解体工事が始まりました。解体後は一勝
地小学校のグラウンドが完成する予定で、期間
は次のとおりです。
　工事期間中は、大変ご迷惑をおかけいたします。

○解体工事　
　予定期間　平成２２年６月２５日まで

（お問合せ先）
　球磨村役場　建設課
　☎３２−１１１６

社会福祉協議会「管理人」を募集します
募 集 人 員 ２人程度

業 務 の 内 容
平成２２年７月１日から球磨村高齢者生活福祉センター「せせらぎ」の２階居住施設

内での火災、盗難等の取締り及び居住者の安全確保に従事します。

勤 務 体 制
勤務時間は午後５時３０分より翌日の午前８時３０分までとなります。勤務は一人で

行い、原則一週間ごとに交替することになります。

受 験 資 格
現在失業中の男子で、球磨村に居住している者。
普通自動車運転免許一種を所持している者

受 験 手 続

Ⅰ）受付の期日及び時間
期日：平成２２年５月２５（火）から６月１５日（火）まで

但し、土曜・日曜を除く
２）申込手続

球磨村社会福祉協議会に備え付けの申込用紙に必要事項を記入して提出して
下さい。

試験の日程等

試験内容：面接試験（約１５分程度）
試験期日：平成２２年６月１９日（土）午前１０時頃から

（面接時間については、申込者に申込締切後、別途通知します）
試験会場：球磨村役場　３階談話室
合格発表：試験結果については、郵送により通知します。

賃   　 金 1 回につき６, ０００円  　社会保険等はありません。

問 合 せ 先 球磨村社会福祉協議会　　ＴＥＬ３２－００２２（担当　 山 口 敏 章）

解体が始まった校舎
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１　住宅概要　所 在 地　�球磨村大字一勝地甲７７番
地３（球磨村診療所横）

　　募集戸数　１戸（一勝地団地３−１）
　　構　　造　木造瓦葺２階建　２戸１棟型　３ＤＫ
　　　　　　　６８.３㎡（昭和６３年２月建築）
　　家　　賃　公営住宅法により算定
　　敷　　金　家賃月額分の３ヶ月分
　　入居開始　平成２２年７月１日（予定）

２　募集期間　�平成２２年５月２５日〜平成２２年
６月１１日

　　　　　　（但し、土曜・日曜・祝祭日は除く）

３　受付場所　球磨村役場　総務企画課

４　入居資格
　⑴�　村内外居住者を問わない。（村外の場合は、

入居と同時に住民登録できる者）
　⑵�　現に同居し、又は同居しようとする親族があ

ること。但し、婚約者（入居日以後３ヶ月以内
に結婚できる者）及び内縁関係者を含む。

　⑶　現に住宅に困窮している者であること。
　⑷　国税、地方税を滞納していない者であること。
　⑸　収入基準
　�　申込者及び親族（婚約者等を含む）で、収入の

ある者全員の総所得金額（過去１年間における所
得税法により算出した所得額）の合計額から、次
に揚げる額を控除した額を12で除した額（収入月
額）が、158,000円以下（高齢者及び障害者等の世
帯は214,000円以下）
　【控除の額】
　　①　同居親族及び扶養親族一人につき380,000円
　　②�　老人扶養親族（70歳以上の者）一人につき

100,000円（老人控除対象配偶者を含む）
　　③�　特定扶養親族（16歳以上23歳未満の者）一

人につき200,000円
　　④�　障害者一人につき270,000円（特定障害者に

あっては400,000円）
　　⑤�　老年者（65歳以上の者）一人につき150,000

円（その者の所得金額が150,000円未満である
場合は当該所得金額）

　　⑥�　寡婦又は寡夫一人につき270,000円（その者の
所得金額が270,000未満である場合は当該所得金
額）

　⑹�　入居者又は同居親族が暴力団員による不当な行
為の防止等に関する法律（平成3年法律第77号）
第２条第６号に規定する暴力団員でないこと。

５　申込方法
　⑴�　球磨村役場総務企画課備え付けの申込用紙に

必要事項を記入し、併せて次の書類を提出して
ください。

　　ア�　市町村発行の平成２１年度住民課税台帳記
載事項証明書または入居される全ての方の平
成２０年中源泉徴収票の写し

　　イ�　入居される方全ての平成２０年、平成２１
年度納税証明書

　　ウ�　家族構成について証明できる住民票謄本、
外国人は外国人登録証明書

　　エ　内縁関係にある場合は、勤務先の扶養証明書
　　オ�　婚約者は、媒酌予定者又は双方の親の婚約

証明書
　⑵　申込者は、収入のある世帯主を原則とする。

６　入居者の決定
　⑴�　球磨村営住宅入居者審査会を開催し、入居予

定者を決定する。
　⑵　入居者の決定通知は、本人宛に通知する。
　⑶�　応募者多数の場合は、審査会で入居予定者の

決定があった者のみを公開抽選とする。
　（６月下旬予定）

７　入居説明会　入居者決定後、別途通知する。

８　問い合せ先　球磨村役場　総務企画課
　　　　　　　（電話０９６６−３２−１１１１）
　　　　　　　（球磨村ホームページアドレス
　　　　　　　　www.kumamura.com）

９　住宅間取り

【一勝地団地３−１】

球磨村営住宅【一勝地団地】入居者募集要領
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国民投票法が施行されました

憲法改正のための国民投票の流れ
　憲法改正のための国民投票のおおまかな流れは次
のとおりとなります。

１．憲法改正原案の発議
　法律で定める一定数（衆議院 100 人以上、参議院
50 人以上）の国会議員の賛成により、憲法改正案の
原案が発議されます。

２．憲法改正の発議
　憲法改正原案は、衆議院憲法審査会および参議院
憲法審査会で審議され、衆議院本会議および参議院
本会議にて 3 分の 2 以上の賛成で可決されます。両
院で可決した場合は、国会が憲法改正の発議を行い、
国民に憲法改正案の提案がされます。（内容におい
て関連する事項ごとに区分して発議されます。）

３．国民投票の期日の決定
　国民投票の期日は、憲法改正の発議をした日から
起算して 60 日以後 180 日以内において、国会の議
決した期日に国民投票が行われます。

４．広報・周知
　憲法改正案の内容を国民に知ってもらうため、国
民投票広報協議会（各議院の議員から委員を 10 人
ずつ選任）が設置されます。憲法改正案の内容や賛
成・反対の意見などを掲載した国民投票公報の原稿
や投票記載所に掲示する憲法改正案要旨を作成する
ほか、テレビやラジオ、新聞などで憲法改正案等の
広報を行います。
　また、総務大臣、中央選挙管理会、都道府県およ
び市町村の選挙管理委員会は、国民投票の方法や国
民投票運動の規制、国民投票の手続きに関し必要な
事項を国民に周知します。

５．国民投票運動
　憲法改正案に対し、賛成または反対の投票をし、
またはしないよう勧誘することを「国民投票運動」
といいます。政党やその他の団体、マスコミ、個人
などが一定のルールのもとに「国民投票運動」を行
うことができます。例えば、投票期日 14 日前から
は、国民投票広報協議会が行う広報のための放送を
除き、テレビやラジオの広告放送は制限されます。

６．投票
　投票は、憲法改正案ごとに、一人一票となります。
投票用紙に記載された賛成または反対の文字を○の
記号で囲み、投票箱に投函します。
　また、選挙の投票と同じく、期日前投票（投票期
日前 14 日から）や不在者投票、在外投票などが認
められています。

７．開票
　憲法改正案に対する賛成の投票の数が投票総数

（賛成の投票の数および反対の投票の数を合計した
数）の 2 分の 1 を超えた場合は、国民の承認があっ
たものとなり、内閣総理大臣は直ちに憲法改正の公
布のための手続きをとります。

８．告示　　　投票結果は、官報で告示されます。

投票権について
　国民投票の投票権は、成年被後見人を除く、年齢
満 18 歳以上の日本国民が有することとされていま
す。
　ただし、年齢満 18 歳以上満 20 歳未満の者が国政
選挙に参加できるよう、公職選挙法の選挙権年齢や
民法の成年年齢などを検討し、必要な法制上の措置
がとられることとなっており、年齢満 18 歳以上満
20 歳未満の者が国政選挙に参加することができるま
での間は、年齢満 20 歳以上の者が投票権を有する
ことになります。

国民投票とは
　日本国憲法第 96 条では、憲法の改正は、「国会で
衆参各議院の総議員の 3 分の 2 以上の賛成を経た後、
国民投票によって過半数の賛成を必要とする」と定
められています。この憲法改正のための国民投票に

関する手続きを定める「日本国憲法の改正手続に関
する法律（国民投票法）」が、平成 19 年 5 月 14 日
に成立し（5 月 18 日公布）、平成 22 年 5 月 18 日か
ら施行されました。
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　�

球磨村地域子育て支援センター“陽だまり”
〒 869-6401 球磨郡球磨村大字渡乙 763（渡保育園内）
TEL（0966）33 − 0125　FAX（0966）33 − 0173
ホームページ　http://www7.ocn.ne.jp/~watarih/
Email　watari@mocha.ocn.ne.jp

＊ブログもやってま〜す。携帯からもみられますよ！

「子育て支援センター　陽だまり」は、月～金の 9:00 ～ 16:00、土曜日は８:00 ～ 13:00 まで開放しています。
（祭日はお休みです）陽だまりサロンも月に３～４回やっています。下記の日程をごらんになり、親子でそしてマタニティさんもどう
ぞお気軽においでください。お待ちしています。

　�≪６月「陽だまり」行事予定≫
　１日 (火 ) 陽だまりサロン
　　　　　　「梅ジュース作り」
　８日 (火 ) 陽だまりサロン
　　　　　　「芋植え」
１８日 (金 ) ママ誕生会
１９日 (土 ) りんごの木
　　　　　　神瀬保育園ミニ運動会
２２日 (火 ) 陽だまりサロン
　　　　　　ナンシー講座
３０日 (水 ) ５才児健診

「神瀬保育園、地域にも元気を届けます！」≪陽だまりサロン≫
〜食（しょく）サロン〜

≪りんごの木サークルおすすめ絵本≫

３〜４、８〜９ヶ月健診
＝５月６日（木）実施＝

「おむすびさんちのたうえのひ」
かがくいひろし作・絵　ＰＨＰ研究所

今日は、おむすびさんち
の田植えの日です。
お手伝いに来てくれたの
は、おむすび村のしゃけ
さん・たらこさん・おか
かさん。どんな田植えに
なるのでしょうか…？

ナンシー講座
こどものこころとことばを育むために
〜発達を育てる遊び〜講師：上蔀保健師
「体が受ける刺激がのちの心の成長にもつな
がると思いました。」一参加者の感想より

—子どもの発達についての学びの講座でした。—

　５月の連休には、昔ながらの家族親戚等でお茶摘み籠を下げ作業
される風景を見ることが出来ました。美味しいお茶の取れるところ
だと実感しました。
　当神瀬保育園は、築後２０年を経て村内の保育園では古い建物と
なってしまいましたが、当時定員６０名規模の建物で現在２０名定
員となり室内、ホール等かなり余裕ある広さです。通園バスも導入
しています。
　運営理念として「子どもの生きる力を育み、地域や保護者が安心
できるように支援する」を掲げ今年は、１、笑顔で挨拶　２、きれ
いにお掃除　３、ありがとうと感謝　の３つの行動目標で頑張って
います。
　毎日の般若心経、ラジオ体操は全員で取組みとても和やかです。
まだ病後児保育は実施していませんが、
延長保育、一時預かり保育、学童保育等
を実施、保護者の子育て支援は勿論のこ
と、地域に子どもの元気パワーを届ける
こともしていきたいと思います。
　６月１９日は神瀬小学校体育館で、恒
例のミニ運動会、人形劇鑑賞を予定して
います。どうぞ見に来て下さい。初サロンです！

苺ジャム作り」「ちまきづくり」をしました。

球磨村産いちご

美味しい !! やっぱり手作り･･･

講師：内布さん
こねてこねて・・
長年の勘で見事
な手さばき！この味を子どもに伝承していきます。

〜マイ箸入れ作り〜

球
磨
村
の
元
気
な
子
ど
も
た
ち
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

1才８ヶ月健診
＝４月１５日（木）実施＝
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社会福祉協議会
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　生活する上での様々な悩みや問題等ありましたら、
気軽に相談下さい。種々の関係機関と連携をとりなが
ら、解決へのアドバイスをいたします。
　◎相談日　毎月第 4 金曜日
　◎時　間　午前 9 時〜 12 時
　◎場　所　高齢者生活福祉センター 「せせらぎ」
　◎問合先　球磨村社協	 ☎３２−００２２

　心配ごと相談事業　気軽に相談を
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　今年も球磨村社会福祉協議会の会費につい
てのご協力を、区長及び班長を通じて、お願
いしますので、よろしくお願いします。
　この会員会費制は、村民の皆様からの善意
による、いわば助け合いの精神にもとづいて
行なわれる性格上、会員上の特典があるので
はありません。また、会員の加入促進につき
ましても少しでも多くの皆様にご入会をいた
だきたいという願いはありますが、ご加入は
あくまで個人の自由であり、決して強制的な
ものでも、他から強制されるものでもありま
せん。当然のことながら会員とならなければ
不利益が生じることもありません。
　このようなことから、社会福祉協議会の性
格を御理解いただき御協力を賜りますようよ
ろしくお願い致します。
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、
楽
し
み
な
が
ら
の
リ
ハ
ビ
リ
が
出

来
た
よ
う
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
出
て
、
と
て
も
か

わ
い
い
鯉
の
ぼ
り
が
出
来
上
が
り
ま
し

た
。 鯉 

の 

ぼ 

り

年会費
一般会員   　500円

特別会員　5,000円

みんなでつくる
福祉社会

♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡

♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡

3 つの器でバランスよく
　もうすぐジメジメとした梅雨の季節に入りますね。体温調
節のうまくできなくて、全身がだるかったり、疲労感を感じ

たりして気分が沈み体調不良を訴える人も多くなってきます。また、食
中毒も発生しやすい時期です。そうなると、好きなものを好きなだけ食
べるという食生活が始まります。すると、体が必要とする栄養素が十分
には摂ることができません。
　バランスよく食事を摂ることが大切ですが、どのように摂るかと言い
ますと、3 つの器をそろえると良いでしょう。

（「３つの器」とは、「主食の器」「主菜の器」「副菜の器」のことです。）

３つの器
「主食」 　主食は食事のまとめ役となるもので、米などの穀物を主な材

料とする料理のことです。主にエネルギー源となります。他の
料理との味や栄養の調和がとれるものが最適です。

「主菜」 　主菜は魚、卵、肉、大豆などを主な材料とする料理です。主
にたんぱく質や脂肪などが摂れます。主菜が不足すると副菜も
不足しがちになるので、主菜は必ず一品揃えましょう。

「副菜」 　副菜は野菜などを主な材料とする料理で、主にビタミン、無
機質（カルシウム、鉄など）などが摂れます。
　主食、主菜を栄養面で補うだけでなく、食事にバラエティー
をつけるという役割も持っています。

　毎食 3 つの器を揃え、しっかり食事を摂って、しっかり睡眠をとる生活を心掛け
てみましょう。
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青年団活動の記録

（Blue Halcyon Times）

〜１００％の確率で、「笑う」・「泣く」・「楽しむ」の３つを体感したいあなたへ！

青年団の活動に参加してみませんか？暇なときに「参加してみようかな〜。」
という感じで大丈夫です！！他の市町村の方でも誰でも参加できます。

ホームページには広報と違った一面を載せてます (*^_^*)
　　　（パソコン）http://k-ypa. net/　（携帯電話）http:/ /k- ypa.  net/i/

　５月１６日（日）に錦町総合グラウンドにて、球磨郡青年団協議会（球青協）３大イベントの一つ「第
３８回球青協体育祭」が開催され、郡内６町村と熊本市の計７市町村の青年団が参加し、各団優勝を目指し
て熱戦が繰り広げられました。
　球青協体育祭は郡内の若者が一堂に会し、スポーツを通じて交流を深めるとともに、各町村団が互いに競
い合うことで、より一層の団結を図ることを目的とし、近年は青年団員に限らず球磨地域の若者であれば誰
でも参加できるというオープンなかたちで行われています。
　球磨村は今年１月に行われた、「青年団駅伝大会」で優勝して、スポーツ面では波に乗っていることもあり、
当日の朝からは炎のオーラが見えるくらい気合いが入っていました！！
　競技は女子パン食い競争から始まり、みごと原さんが１位に輝く等、出だし好調でしたが、ムカデリレー
や綱引きでは順位が伸びず、午前中は４位で折り返しました。午後からは玉入れや騎馬戦などで一時２位ま
で順位をあげましたが、最終的には４位と表彰台まであと１歩のところでとどきませんでした。
　しかし、昨年は数回しか跳べなかった長縄も２８回跳ぶことができる等、皆で一致団結することができま
した。また、ここ数年は最下位争いをしていたのですが、優勝候補の一つとして名を挙げられたことが昨年
に比べて大きく前進できたことだと思います。

　最後に、みなさん！みんな若いね〜と思われたでしょうが、と〜んでもございません (；一 _ 一 )
　メンバーのほとんどは、やっっとで走って、やっっとで跳んで、やっっとで家に帰り着いています…。
　日頃の運動不足を痛感した次第でした。こらわからん (>_<)

小人数ですが、頑張りました！

メンバー紹介！第１弾☆
名前：岩戸龍也
役職：団長
一言：職種・年
齢が違いますが、
楽しく活動して
ます！

名前：犬童翔一郎
役職：副団長
一言：青年団楽し
ですよ！声かけて
くれたら俺の笑顔
見せてあげる☆

ご存じ
　ですかぁ

～？
　みなさん！青年団にホームページがあるのはご存じですか！？毎号、下段に URL とバーコード
リーダーを掲載していますので、是非アクセスしてみてください m(_ _)m 少しでも興味を持ってい
ただくと、私どもも嬉しいです。

炎天下での体育祭！
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　　　　　　　　　　　　　　　６　月 の 行 事 予 定 　 　（ 変更になる場合もあります ）

日 月 火 水 木 金 土

1
◆球磨村体育協会
　理事会（13:30）
◆評議員（14:30）

2
◆座談会
（19:00 旧第二小）

3
◆座談会
（19:00　神多）

4 5
◆�大槻キャンプ場
開き

6
◆消防団夏期訓練
（9:00　旧神瀬小）
◆献血
（9:30　旧神瀬小）
  (13:30　渡多目）

7 8
◆�郡体グラウンド 
ゴルフ（あさぎ
り町）

◆球磨村防災会議
  （10:30　改セ）

9 10
◆区長文書

11 12
◆東京カワセミ会
◆�住民健診（12日
〜14日　渡多）

13 14 15 16 17 18 19
◆住民健診
（�大無田林業セン
ター）

20 21 22 23 24 25
◆区長文書

26 

◆郡市中体連

27
◆郡市中体連

28 29 30
◆徴収日
（渡多・神多）
◆5歳児発達相談
（13:00　渡多）

みんなの
広　場

肥
後
狂
句

こ
の
ス
ペ
ー
ス
は
、
村
民
の
み
な
さ
ん
の

ペ
ー
ジ
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

川
柳
、
俳
句
、
短
歌
な
ど
お
寄
せ
下
さ
い
。

ウ
ー
ン　

見
渡
す
限
り
山
桜

こ
ま
ご
ま
と　

ま
ァ
だ
未
練
の
残
る
遺
書

作　

鳥 

飼 

竜り
ん 

胆ど
う

騒
々
し
さ　

笑
い
上
戸
に　

泣
き
上
戸

老
い
の
一
徹　

順
番
の
有
る
風
呂
と
飯

作　

日 

當 

山 

岳

（
人
吉
武
者
返
し
会
の
会
員
の
作
）

口
笛
吹
い
て　

地
平
線
ま
で
踏
む
ペ
ダ
ル　

作  

倉
野
お
君

違
い
ま
す　

痴
漢
は
も
っ
と
美
男
で
す　
　

作  

吉
若
酔
舞

断
念
し
て　

政
治
の
見
ゆ
る
ご
つ
な
っ
た　

作  

村
上
鬼
拳

ご
自
由
に　

全
て
貴
方
に
捧
げ
ま
す　
　
　

作  

桝
石
炭
山

（
そ
の
他
の
作
）

ま
た
新
党　

こ
ぎ
ゃ
ん
で
き
れ
ば　

覚
え
き
ら
ん

こ
い
の
ぼ
り　

め
っ
き
り
数
の　

減
っ
て
き
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作  

上
野
雲
海

川 

柳
花
見
酒　

親
子
で
杯
く
み
か
わ
し

背
お
わ
れ
て
、
帰
っ
て
見
た
い　

花
見
酒

日
曜
は
花
見
の
は
し
ご　

し
て
い
ま
す　
　
　

カ
ヅ
子

※ [ 改セ ] ＝生活改善センター、[ 渡多 ] ＝渡多目的集会施設、[ 神多 ] ＝神瀬多目的集会施設、[ やまなみ ] ＝石の交流館「やまなみ」
　 [ かわせみ ] ＝一勝地温泉かわせみ、[ 渡小 ] ＝渡小学校、[ 一小 ] ＝一勝地小学校、[ 球中 ] ＝球磨中学校、[ 運公 ] ＝総合運動公園

●住民健診（12 日〜 14 日　渡多） ●住民健診（かわせみ別館） ●住民健診　（旧神瀬小）
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後

集

編

記

氏　

名

年
齢

地　

区

嶽
本　

ト
シ
エ

88
才

岳　

本

髙
沢　

ハ
ル

81
才

熊
本
市

蔀　
　

ト
ミ
エ

82
才

柳　

詰

大
岩　

静

80
才

大　

岩

淋　
　

フ
ヂ

104
才

淋

南　
　

ミ
ツ
エ

81
才

神
瀬
一
区

田
頭　

三
代
重

66
才

友　

尻

木
屋　

義
雄

85
才

岳　

本

4月届出分
（敬称略）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

（ この用紙は再生紙を使用しています。）

人口・世帯の動き

5月1日現在 前月比 前年同月比

世帯数（戸） 1 , 6 3 7  7 △  1 2

人　口（人） 4 , 5 7 2  △  2 △  9 8

男　（人） 2 ,16 9  1 △  4 3

女　（人） 2 , 4 0 3  △  3 △  5 5

　

表
紙
か
ら
の
続
き
で
す
が
、
私
が

横
断
歩
道
に
立
っ
て
い
て
も
、
車
は

な
か
な
か
止
ま
り
ま
せ
ん･･･

。
教
習

所
で
は
、
止
ま
る
よ
う
習
っ
た
の
で

す
が
、
皆
さ
ん
忘
れ
て
ま
せ
ん
か
？

　

そ
ん
な
と
き
に
思
う
の
が
、
車
が

止
ま
っ
て
い
る
間
は
、
運
転
手
の

方
は
座
っ
て
冷
暖
房
の
効
い
た
車

の
中
で
１
〜
２
分
待
っ
て
い
る
だ

け
で
す
が
、
歩
行
者
は
炎
天
下
や
、

寒
い
中
に
車
が
止
ま
っ
て
く
れ
る

の
を
待
っ
て
い
ま
す
。
運
転
手
の
方

は
、
広
い
心
で
止
ま
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
私
も
、
交
通
指
導
委
員
の

方
と
保
育
園
か
ら
帰
る
と
き
、
園
児

の
皆
さ
ん
か
ら
「
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」
の
励
ま
し
の
言
葉
を
か
け
ら
れ

保
育
園
を
後
に
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
健
）

　
　
　

氏　

名

出
身
地

岩
﨑　

祐
樹

松　

谷

廣
田　

恵
美

錦　

町

寿 ご
結
婚
お
め
で
と
う

　球磨村では、イベントの盛り上げや、村おこ
しに繋げるため、マスコットキャラクターを製
作しましたが、マスコットキャラクターの愛称
を次の通り募集します。

■テーマ　　棚田と癒しの里

■デザイン

■主　　催　球磨村

■募集期間　平成２２年５月１７日（月）
　　　　　　　　　　〜６月１０日（木）

■応 募 先　〒８６９−６４０１
　　　　　　球磨村大字渡丙１７３０
　　　　　　球磨村役場　産業振興課　宛
　　　　　　電話 ３２−１１１４（直通）
　　　　　　 FAX ３２−１２３０
■活用方法　�ふれあいまつりや観光イベント、キャ

ンペーン等あらゆる機会に登場して、
イベントの盛り上げや村おこしに繋げ
ます。

■募集内容　　
　１）応募資格　球磨村民
　２）作品内容
　　・�マスコットキャラクターのデザインにふさわ

しく、誰もが親しみやすく呼びやすいもの。
　　・�他のキャラクターや商品等に使用されていな

いもの。
　　・自作未発表のもの。
　３）応募資格
　　・�はがき又はファクシミリのいずれかの方法で応募。
　　・�応募点数は一人１点とし、愛称の簡単な説明、

住所氏名（ふりがな）、年齢（児童・生徒の
場合は学校名、学年も）、電話番号を記入。

　４）表　　彰
　　・最優秀賞　�１点
　　　　　　　　�棚田米３０キロと棚田焼酎（中学生

以下の受賞者には図書カード等）
　　　※該当者多数の場合は抽選により決定します

■審査発表　�主催者による審査を行い、入賞者には
直接通知するほか、ホームページや広
報くまむら等で発表します。

■その他
・�最優秀作品を球磨村のマスコットキャラクター愛

称として使用しますが、一部補作して使用するこ
ともあります。

・最優秀作品の著作権は、球磨村に帰属します。
・応募作品は返却しません。
・�応募者の住所、氏名等の個人情報は、マスコット

キャラクター愛称選考の目的以外使用しません。

マスコットキャラクターの愛称を募集中です

お
誕
生
お
め
で
と
う

氏　

名

保
護
者

地　

区

椎
屋　

さ
く
ら
政　

信
毎　

床

日
當　

永と

き絆

慎　

吾
日　

当

新
堀　

泰た
い
と斗

剛

山　

口


